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１．はじめに（業務体制） 
今回、技術職員の日常業務のうち「教育支援の業
務」について報告する。技術職員の日常業務は教育・
研究の両面に係ることが多く、教育支援か研究支援
かを明確に区別することは難しい。この報告では主
に関連する学群・研究科の授業に係ることを教育支
援の業務としている。 
はじめに、システム情報工学等技術室（以下、シ
ス情技術室という）の業務支援体制の概要を紹介す
る。筑波大学における技術室等の業務体制はさまざ
まである。シス情技術室では、図 1 に示す業務体制
により組織的に対応している。平成 16 年 4 月、そ
れまでの旧学系に対応した 3 つの技術室を 1 つの
技術室に統合し、新たな技術職員の支援体制を構築
した。その後平成 20 年 7 月に、筑波大学における
技術室の設置と技術職員の所属組織の変更が行なわ
れ、現在に至っている。 
シス情技術室の業務支援の体制は、 2 グループ 4 
担当としている。情報環境技術分野と装置開発・安
全衛生管理分野の 2 つのグループがあり、それぞれ
に 2 つ計 4 つの担当を置いている。このように組
織的な運用をすることで業務の連携がとれるように
している。なお、教育支援の業務に関しては、ほと
んどの業務について改編前の担当を継続している。
技術分野の違う技術室を統合したことを考慮して無
理に新しい業務体制への移行はせず、それぞれ従来
の担当を継続することにより円滑な業務の支援が行
えるようにしている。 
第三エリアにおけるシス情技術室の関連教育研究
組織は、理工学群の社会工学類と工学システム学類、
情報学群の情報科学類、並びに大学院のシステム情
報工学研究科各専攻である。以下に、これら各組織
にかかる教育研究支援の業務について報告する。 
 
２．教育支援内容 
2.1  授業の対応状況 
平成 25 年度のシス情技術室の対応授業一覧を表 
1 に示す。授業の対応状況としては、授業時間のほ
ぼ全てに対応する場合と準備やトラブル時のみの対
表 1. 平成 25 年度における対応授業一覧 
図 1. システム情報工学等技術室の業務体制 
科目名 対応日・時限 学期・期間 対応人数
都市計画情報実習 月・4～6 春ＡＢ 2
数理工学モデル化実習 火・4～6 春ＡＢ 1
都市計画実習 火・5、6　金・3～6 春ＡＢ 2
住環境計画実習 火・3～6　金・3～6 春Ｃ 2
情報リテラシー演習 水・1、2 春ＡＢ 3
基本製図 水・4、5　金・3、4 春Ａ　　秋Ａ 2
計量分析システム演習 木・5、6 春ＡＢ 1
経営工学基礎演習 木・5、6 春ＡＢ 1
社会工学実習 金・4～6 春ＡＢ 4
経営工学情報実習 月・5～6　木・5～6 秋Ｃ 1
地域科学実習 月・5、6 秋ＡＢＣ 1
社会調査実習 月・4～6 秋ＡＢ 2
国際・公共システム演習 火・5、6 秋ＡＢ 1
情報技術実験 火・4～6 秋ＡＢＣ 1
プログラミング実習 水・1、2 秋ＡＢＣ 3
社会経済システム情報実習 木・5～6 秋ＡＢ 2
マネジメント実習 木・4～6 秋ＡＢ 1
都市マスタープラン策定実習 金・3～6 秋ＡＢＣ 2
戦略行動システム実習 金・5、6 秋ＡＢ 1
環境開発工学専門実験
エネルギー工学専門実験 火・3～6 春ＡＢＣ
2
3
環境開発工学・エネルギー工学基礎実験 木・3～5 春ＡＢＣ　秋ＡＢＣ 4
物理学実験 水木金・3～6 秋ＡＢＣ 1
環境開発工学・エネルギー工学応用実験 金・3～6 秋ＡＢＣ 3
フレッシュマンセミナー 金・5 春ＡＢ 2
基礎科目・情報（実習） 火・1、2　金3、4 春ＡＢ 2
ＯＳとネットワーク 火・3、4 秋ＢＣ 2
数値解析 水・1、2 秋ＡＢ 2
数値計算法 水・4、5 秋ＡＢ 2
メカトロニクス材料概論 水・5　水4、5 春ＡＢ　春Ｃ 2
計算機序論Ⅰ、計算機序論Ⅱ 木1,2 春ＡＢ　春Ｃ秋Ｃ 2
応用プログラミング 金1,2 秋ＢＣ 2
計算機序論 金5,6 春ＡＢ 2
コンテンツ工学2013 水6　金5 春ＡＢＣ　秋ＡＢＣ 2
ソフトウエアサイエンス実験AB
情報システム実験AB
知能情報メディア実験AB
水・3、4　金・4、5 春ＡＢＣ秋ＡＢＣ 6
論理回路実験 木・3～5 春ＡＢ 2
論理システム実験 木・3～5 秋ＡＢ 2
組込みプログラム開発 火・5、6　木・2 春ＡＢ 1
ファイナンス理論と実践 月・5、6　木・5、6 春Ｃ 1
マーケティング・サイエンス 月・5、6 秋ＡＢ 1
データ解析 火・1、2 秋ＡＢ 1
リーダーシップ 水・5、6 春ＡＢ 1
センシング・コンピュータシステム特論 月・1、2 春ＡＢ 2
知能機能システム特別実験Ⅰａ、Ⅰｂ 月・2～5　木・3、4 春Ｃ　秋ＡＢ 2
言語情報処理特論 火・1、2 秋ＡＢ 2
人間・機械システム特論 水・1、2 春ＡＢ 2
コンピュータビジョン 水・5、6 春ＡＢ 2
メカトロニクス材料概論 水・5　水・4、5 春ＡＢ 2
デジタル通信方式 木・5、6 春ＡＢ 2
知的制御システム 金・1、2 春ＡＢ 2
構造力学特論 木・1、2 秋ＡＢ 2
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応とする場合とがある。授業科目のうち実験・実習
においては、技術職員の専門分野に沿って専任的か
つ長年にわたり担当している場合が多く、一人の技
術職員が学類 1 年次の実験から 4 年次の卒業研究、
および大学院生の研究実験など、複数の科目に対応
していることがほとんどである。 
実験・実習にかかる業務では、事前準備から機器
操作や実験指導はもとより全体を把握し、機器の維
持管理から運営まで、全面的にサポートすることが
多い。近年は学生 TA を採用する科目も多くなり、
授業の準備や片付け、トラブル発生時など部分的な
対応で良い場合もあり、他業務への振替が可能な
ケースも増えつつある。 
2.2  教育支援としての情報環境管理業務 
情報環境管理の業務は、教育支援の面でも大変重
要な役割を担っている。シス情技術室では、3 学類
と大学院各専攻にかかる 3 つの計算機室の管理運
用業務を担当している。その主な業務内容を表 2 に
示す。これらの計算機室管理業務は、計算機室を利
用する授業の準備や機器の保守管理だけでなく、学
生が良好な環境で利用できるよう日常的な管理が必
要であり、技術職員の技術支援は不可欠である。入
室管理システムやホームページ、WEB コンテンツ
の管理運用等々、全面的にサポートしている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．今後の展望 
前述したように、実験・実習においては単に授業
時間だけではなく、前後の準備や片づけ、機器の保
守管理、さらには履修学生の管理や資料作成、レポー
ト・成績管理など、ハード・ソフト両面でサポート
をしている事が多い。近年は授業における学生 TA 
の採用も増えているが、実験・実習の授業では、担
当教員と学生 TA だけでは十分に対応できない事
も多く、技術職員の技術的なサポート、授業運営面
のサポートは不可欠である。 
将来的な技術職員の役割としては、授業での補助
ではなく学生実験室での実験や計算機環境の整備な
ど、技術職員の技術、特性を生かした支援ができる
ようにすることが望ましい。今後さらに技術職員数
の減少が進めば、学群・大学院の教育だけでなく、
筑波大学全体に大きな支障をきたすことが予想され
る。さらには研究力の停滞、後退につながる恐れも
ある。 
 今後の教育支援において、教員と技術職員と学生 
TA がお互いの特性を生かした支援体制を構築する
ための検討を行い、対策を講ずる必要がある。 
 
 
 表 2．教育支援に係る情報環境管理業務 
　・ユーザー管理、ホスト管理 （DNS、メール、WEB、DHCP)、
　　メーリングリスト管理
　・WEBコンテンツ管理、ネットワーク管理 (無線LAN含む）
　・パソコン管理 （Windows,Macintosh）、
　　ｅラーニングシステム （Moodle）
　・ソフト開発 （シラバス表示、修論指導教員割振り、TA募集、
　　卒業生のメール管理等）
　・機器管理 （AV機器、手のひら認証、大型プリンタ、
　　ビデオ会議システム等）
　・学類・大学院学生のデータベース
　・授業のホームページ、テーマ選択WEBシステムの管理
　・授業の資料作成、出席・レポート管理、成績集計等
　・実験指導、技術サポート、準備、トラブル対応等
　・事務支援（学類予算、計算機予算等)
生命環境科学等技術室における教育支援業務
小﨑 四郎 
筑波大学生命環境科学等技術室 
〒305-8572茨城県つくば市天王台 1-1-1
１．はじめに（業務体制）
 筑波大学の生命環境科学等技術室では、教育およ
び研究における技術的支援を主たる業務として、生
物グループ、農林グループ、応生グループ、農林工
学グループ、持続環境グループ、地球科学グループ、
菅平高原実験センターグループの 7 つに分かれて
業務を行っている（図 1）。業務形態は、菅平高原
実験センターグループを除く各グループでは、対応
する専攻分野の教員に対する支援を専属の技術職員
が行っており現在のところグループ間での業務の
シェアは行われていない。 
 
主として支援する教員組織は、以下の通りである。 
生物グループ：生物科学専攻 
農林グループ：生物圏資源科学専攻 
応生グループ：生物機能科学専攻 
農林工学グループ：国際地緑技術開発科学専攻 
地球科学グループ：地球環境科学専攻
地球進化科学専攻
持続環境グループ：持続環境学専攻 
 
 菅平高原実験センターでは、センター所属教員の
研究・教育支援等の外に、研究機器等の維持管理に
係わる技術支援を行い、センター利用者への支援や
地域社会との交流を支えている。
生物     農林     応生   農林工学
グループ グループ  グループ グループ
     生命環境科学等技術室
地球科学 持続環境  菅平高原実験
グループ グループ センターグループ
図 1. 生命環境科学等技術室業務体制図
 
 
 
２．教育支援内容
生命環境科学技術職員の主な教育・研究支援業務
は表 1 の通りであり、分野が多岐にわたるため幅広
い領域にかかわっている。 
 また、各々が教育支援に必要とされる資格・免許
を取得し、あるいは講習に参加して業務に役立てて
いる。免許取得状況は次の通りである。 
自動車運転免許（大型特殊）、第一種衛生管理者、
一級家具技能士、二級建具技能士、危険物取扱者乙
種、一般毒物劇物取扱者、特定化学物質および四ア
ルキル鉛等作業主任者、石綿作業主任者、有機溶剤
作業主任者、玉掛作業者、ウインチ特別講習、電気
工事士（第二種）、ショベルローダ運転技能、アー
ク溶接作業、防火管理者、刈払機取扱作業者、ガス
溶接講習。 
生命環境科学等技術室では、経験を重ねて得られ
た技術力を基に、より質の高い業務を目指している。
表 1. 生命環境科学等技術室技術室業務
担当グﾙｰﾌﾟ 主な業務 
生物 学類実習実験支援業務：学類実験
室、実験機器、薬品・廃液管理、
各授業の実験の準備等 
農林 化学実験、農林生物学基礎実験、 
農林生物学実験、森林育成学実
験、森林総合実習 
応生 化学実験、バイオテクノロジー 
基礎実験、応用生命化学コース専
門実験、応用生物化学実験Ⅰ・
Ⅱ・Ⅲ、実験器具メンテナンス 
農林工学 環境工学基礎実験、森林総合実
習、森林環境計画演習、生物材料
加工学実習、生物材料学実験、測
量学実習等の学生指導・補助等 
地球科学 鉱物学実験、地球物質化学実験、
人文地理学・地誌学実験、文化地
理学実験実習 
持続環境 教育機器の管理運営、他 
菅平高原実験 
センター 
実習等における教育活動、樹木の
生長調査、積雪調査、他 
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